
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月。本校では職員一人一人のさらなる授業力向上を求めて、研究授業がめじろおしです。本校では、

二種類の研究授業を年度内に全職員が行います。１つは、指導主事招聘の全職員参加型（研究授業を行

う学級以外の児童は下校）。もう 1つは、互見授業とよばれる少数の職員が参加しての研究授業です。 

 先日、德山指導主事補（国頭教育事務所、宜野座小学校）を招聘して、1年 3組（當眞学級）で国語科

授業研究会が実施されました。全職員参加型の研究授業でしたが、子ども達の意欲が引き出されたいい

授業でした。夜、1年 3組のご家庭では、子ども達からたくさんの動物クイズがだされたことでしょう。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業⇒グルーブ協議⇒発表⇒全体協議、そして指導助言と会は進行します。 


